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おもな内容 ・ ()開館 20 周年記念「未来住宅展示」 東芝科学館， く> 40cm 反射望遠鏡の設置 川崎市青少年科学

館， く〉友の会の発足と運営 東京農工大学繊維博物館，く〉特別展 「未来をひらく化学の世界」につ

いて 国立科学博物館， く〉会員館園の紹介埼玉県立自然史博物館

〔新しい展示〕

開館 20 周年記念 「未来住宅展示」

一一ホームコンビューター・コントロールシステム一一一

東芝科学館

当館は，昭和36年11月 15 日，第 2 京浜国道沿いの多摩 頭lζ並び，テレビの CMが消費者の購入意欲を煽りたて

川河畔に近い川崎市の一角に“人と科学のふれあい"を ている現象は，すでにコシビューターが家庭に入りつつ

テー マ 1<:: 開館してより 20年を経過， その間に来館者数は ある乙とを示す端的な例と言える 。

年ごとに増加して56年度は25万人を越え，また，累計入 80年代後半より 90年代の家庭生活は ， デ ータ通信の自

館者数も 400 万人を突破した。 由化とともに氾濫する情報やコンピュータ ーの浸透およ

館内の展示品は， エレクトロニクスを中心とした科学 びニュ ーメディアの到来で， サラ D ーマジは交通地獄か
技術を来館者lζ十分に理解してもらうため“動く展示 ・ ら解放されて住宅勤務も可能になり ， さらに， 家庭の主

使う展示 ・ 参加する展示"を基本に， 常に充実と改善を 婦は茶の間 lζ居ながら偽しい商品や情報サービスが受け

図っている。 られる，豊かで快適な暮らしができる夢の家庭生活も現

開館20周年を記念し，当館 2 階軽電気関係のコーナ一 実のものとなるととは間違いない。

は，将来多様化が予想される家庭情報およびコンビュー さて ， 乙の夢の家庭生活，即ち ， 未来の住宅を構成す

タ 一時代に焦点を合わせ， エレクトロニクス技術を駆使 るホームコ γ 円ュータ ー コントロ ーノレシステムを本格的

した各種マイコン搭載機器や新製品 ・ 省エネノレギー製品 なものにするには，ホームコンビュ ータ ーが必要であ

を一堂lζ集めた未来住宅のモデルルームとして， ホーム る。ホームコンビューターは家庭電気製品や防犯 ・ 防災

コンビュータ ー システムを取り入れた展示コ ーナーに改 機器 ・ その他住設機器を集中的にコントロ ーノレしたり，

装を行なった。 以下その内容の一端を御紹介する 。 または，家計簿 ・ 料理材料とメニュー ・ 調理などの家庭

未来住宅モデルルームの概要

コンビューター革命は，企業ベースでの生産性改善頭

脳としての役割から，家庭環境保善の立役者として舞台

を移しつつある 。

コシビューターと言うと即座iζ “むずかしい"と言 う

言葉が交わされるが，すでに多くの人々が利用している

金融機関のオンラインシステム，国鉄の乗車券予約購入

システムなど，その速さ，便利さが大衆lζ受けているこ

とは周知の実事である。また ， 若者の間でマイコンブー

ムが起き，小学生までもマイコジグームに興じている 。

最近は低価格のパーソ ナノレヲシピュ ーターが電気店の店
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情報の管理を行なう乙とにより ， 家庭内の仕事を意のま ホームコンビューターコントロールシステムのしくみ

まに， あらかじめ定められたプログラムに従ってテキパ 図はホームコシビュ ータ ー コ ジ ト ロ ールシステムの概

キとコ γ ト ロ ールを行なう。 略プロック図である 。 この システムの構成は未来住宅に

実際Kホームコシビ ュ ータ ーを家庭に導入するに当 模した 5 つの郎屋にそれぞれ 8 ピッ ト のマイコンシステ

たって直面する問題は，コ ン ビ ュ ータ ーに指令する記号 ム(メ イ シ コ シ ト ロ ーラーと 4 つのサプコ ントローラー〉

(BAS I C ) の打ち込みゃ複雑なキーの操作を しなけ . . を配置して， それぞれの部屋で情報処理と各種のコン ト

ればならないととである 。 これが家庭の老人や主婦など ロ ール機能を持たせである。 とのホームコン ビュータ ー

に “使い方がむずかしい"と矩絶反応を示す乙と は， 乙 コ ジ トロ ールシステムの特徴は次の通りである 。

の項の冒頭に述べた通りである 。 との問題を解決する乙 L 多数のコ シ トローノレ信号線が 1 か所に集中する従来

とが今後のホームコジビューターを導入する重要な課題 の方式と異なり 5 つのマイコンシステムを各部屋に分

と考える。 散配置して各シスアム聞の情報 ・ 指令 ・ 確認などの信

今回改装を行った未来住宅のホーム コ ンビュ ーターの 号を二線伝送に し， 配線工事の簡単化を図っている 。

目玉は， と の問題に対し音声応答によりコ ン ト ロ ールす 2. 各部屋のマイコンシステムにエアコ γ ・ 照明 ・ 窓 ・

る方式を採用 したととである。 即ち， あらかじめコンビ ドア ー ・ ガス栓 ・ コ ン セン ト などの制御機能， 部屋や

ューターに人の声を聞き分ける能力(音声認識〉を与えて 場所の表示， イベ ン トの表示機能、 火災 ・ ガス漏れ ・

必要な言葉を記憶させておき ， おのおのの言葉に決まっ 侵入者などを検知するセンサー管理機能などを持たせ

た動作を割り当てておけば， その言葉を使って機器のコ てあるので， 各種信号線の配線工事が簡単である。

γ ト ロ ーノレを声で行なう乙とができる。 さらに発声能力 3. ポータプノレコン ト ロ ー ラ ー ( P0 C) を持って， ど

〈音声合成)を持たせておけば，人間とコ ジビ ュ ータ ーと との部屋からでも各種のコ ジ ト ロールと各部屋の状態

の対話形式Kより家庭内の仕事を音声でコシ ト ロ ール 確認を行う乙とができて大変便利なシステムになって

し， そしてコンピュータ ーの音声で確認する乙とができ いる。

る。さて， 音声応答の内容を説明すると ， 当館は圏内は 4. 各部屋には安全を監視するセキュリティー関連の表

もちろん海外よりの来館者が多数あるため， コンパニオ 示と瞥告の機能を持つとと もに， 緊急時には自動的K

ンを含め30人分の日 ・ 英両語各16単語の特定話者用音声 110番 ・ 119番に連絡を行うなど安全機能をも備えてい

認識装置をもっている。また同じく音声合成装置は日 ・ る 。

英両諮問種の合成音声を出力する 。 “こんにちは" と問 5. 9 ピシグルームには，メインホームコ シビューター

い掛けると ， 女性の声で“いらっしゃいませ"と ， コ ジ が設置され， 30人分の日 ・ 英両語各16語の特定話者用

ビューターの合成音声で挨拶が返ってくる。 “御用件を 音声認識装置があって，あらかじめ言葉を登録してお

言ってください" と，再び問い掛けがある。コシビュー けば， それらの言葉で音声コン トロ ールが可能である 。

タ ーを操作するコシパニオ γ(女性)の音声は， あらか さらに， 音声合成装置により ， 各種の状態や命令の確

じめ登録してあるが， 来館者の音声登録も 2 分程度でで 認，箸告など， 日英両語 90 種の合成音声で出力でき

きるため “参加する展示"として好評を得ている。 る 。 乙れは複雑なスイッチ操作が不要で日常使う言葉

で命令ができ ， 耳で確認できるので

自の不自由な人でも取り扱う乙とが

で=きる。

6. 乙のホームコ ンビューターコン ト

ロールシステムは， 追加機器とホー

ムコンビュー匁ーのソフトプログラ

ムの変更で機能の拡強を行う乙とが

簡単にできる。

ス全科協 ニVol. 12. No. 2 

以上，未来住宅のホームコシビ ュ ー

ターコ γ ト ロールシステムについての

概要を述べたが， その他ICモグノレルー

ムの各部屋には新技術や，マイクロコ

ンビューターを搭載した家包製品が展

示されている。

'l
i
t
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ι…
一ホームコン ト ロールシステムプロック図
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ホームコンビューターコントロールシステムの問題点 コンビュ ー タ ーを操作する問い掛けの声質が，人には感

ホームコンビュ ーターの特色は，前述のとおりそのメ 知できない微かな違いも，機械が敏感に識別するためで

インとなるものは煩雑なキーによる操作の代わりに ， 音 ある。 人は，それぞれおかれた環境や体の調子などで常

声の応答による音声認識 ・ 音声合成の システムを採用し に一定の声質を保つ乙とは困難である。従って，話者の

た乙とである。当初これの運用に当たっては話者の認識 声質に多少の変化が生じても識別できる認識装置の研究

率が低しその効用を憂慮し，装置のハード並びにソブ が今後の課題と考える 。

ト 面を再三にわたり検討した。しかし ， 最終的には装置 以上，改装 した未来住宅のホーム 三 γ ビュ ー タ ー コジ

が話者の音声を識別するよう発生を繰り返し練習する乙 トロールシステムの概要である。機会があれば当館にお

とで解決を図った。その理由は， 話者がコジビュ ークー 立ち寄りいただき ， 実際に操作を休験されたうえで御意

1<::声を登録する際の声質(声量 ・ アクセント)とホーム 見をいただければ幸いである 。

40cm 反射望遠鏡の設置

川崎市青少年科学館は， 先の問題として物理 ・ 化学 ・

生物 ・ 地学分野を総合的lζ包含 した本館建設構想を残し

つつも，と りあえず今から 10年前の昭和46年 8 月に直径

16mのドーム，定席 240 を有するプラネタリクム施設と

して開館 した。以来プラネタリワムは ， 幼稚園，小学校，

中学校に対して学習指導要領に沿った学年別の投影を行

なう学校教育投影と ， 毎月話題を変え ， 1 年間毎月 1 回

ずつ観覧すれば天文の初歩的理解が図れるようにとい う

ねらいの社会教育投影の二本立ての投影を行なってき

た。 また， その間プラネタリクムを活用した小学生天文

クラブ， 中学生天文クラブ，高校生天文クラブを育成し

てきた。なかでも高校生たちは自らの企画演出によるプ

ラネタリクムの番組を制作し ， 自らの手で機械を操作す

る特別投影を夏休みに行なうようになってきている 。

だが， プラネタ 3 クムの星はあくまでもモデルであっ

て本物の星ではない。確かに現実には宇宙空間のスクー

ルの大きさや時間の長さ ， さらに夜間観測の諸問題や光

害など， 自然から直接情報を得にくい問題や条件が横た

わっている。これに対しプラネ タリ クムの機能は，それ

らの障害を補完し ， モデル操作による検証性が加味され

るなど ， 自然を認識するのに有力な手段になりうるもの

である。しかし ， 本物があって乙そモデルがあるのであ

って，モデルだけでは片翼の飛行機に飛べというに等し

い。 その意味で本物の星を調べる乙とが可能な天体望遠

鏡の設置があって初めて， 両翼のある安定した飛行が可

能になると要望してきた。

乙れに対してようやく 予算措置が講 じられ， プラネタ

3 クムの横lζ昨年12月新館が建設された。 そしてこの建

物は川崎でも比較的自然の豊富に残されている生田緑地

という環境K恵まれた立地条件にある ζ とから ， 多摩丘

陵と多摩川および沖積地をフィーノレドとする生物 ・ 地学

分野の小規模な自然系博物館としての性格付けを明確に

川崎市青少年科学館

したのである 。 乙れは昭和46年当時の構想から見ると，

物理，化学分野を削除しさり ， その規模はかなり縮小さ

れたものである。しかし既設のプラネタリクムがある乙

とから ， 待望の天体観測室が設けられ大型天体望遠鏡が

設置された。 そ乙で展示室，収蔵庫等の紹介は別の機会

に譲ることにし ， 今回はこの天体観測室を紹介する。

天体観測室は ， 新館 2 階部分にあり 6m四方の部屋

に幅 132cm の片開きスリッ ト を有する 5m ド ー ムが乗っ

ている。望遠鏡は三鷹光器製の40cmカセグレン式反射望

遠鏡(主鋭 F 5.5，合成 F 12) を主鏡とし ， ガイ ド鏡 1 <::

1 5cm屈折 ( F15) ， 8 cm屈折 ( F 15) が同架されている 。

それに太陽プロミネ ンス専用の望遠鏡と口径 7 cmのブァ

イ γ ダー もついている dで非常に豪華な装備とな ってい

る。架台は追尾速度変速のための周波数変換装置付き改

良ドイツ型赤道儀である 。 また付属品としては黒点， プ

ロミネンスから惑星や星固までうっせるビデオ装置 ， 主

新設された

40cm反射望

遠鏡
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焦点写真撮影装置，光電測光器，分光器等を備えてい

る。乙の望遠鏡設置に当たっては， 市民の利用できる望

遠鏡ということに最大の眼目を置き，初心者から自分自

身で問題意識を持って何か研究してみたいという人に対

しでも生涯教育の見地より援助，助言できるように配

慮する と同時 IC，安全性，堅牢性，操作性iと も充分な配

慮をした。

実際の運営は， 当面次のように計画している。

①毎日午前午後 1 回ずつ公開時間を設けて来館者を天

体観測室の中に入れ， 望遠鏡を紹介しなが ら晴天であれ

ば黒点， プロミ ネンス，スペクト ノレを実際 IC見せ解説を

する。曇天 ・ 雨天の時はビデオを使用して黒点やプロミ

ネ ソスの説明をする 。

②毎月 2 回市民天体観望会を開催する 。 1 回は月面を

主体にしたもの，もう 1 回は星雲 ・ 星団を主体に したも

のとし，いずれも土曜日の夕刻から育にかけて一般市民

を対象に実施する。

③毎月 1 回天体観測会を開催する。とれはただ望遠鏡

をのぞいてみるというだけでなく， 望遠鏡を使って何か

してみたいという人を対象にしたものであり ， 天体の写

真撮影， スケ ッ チ，記録および解析等高レベノレまで追究

する。

④夏休み等学校休暇中に特別観測会を開催する 。

⑤天文クラブの育成に更に力を入れる 。

⑤その他天体写真展， 講演会， 講習会， 教員研修会等

を適時幅広く開催すると同時1<:: ， 館としても毎日の黒点

やプロ ミネ ンスの観測等を実施し， 資料収集活動を推進

していく 。

このように可能な限り天体観測室を公開し， せっかく

の望遠鏡や設備を死蔵させないように最大限の努力を払

いつつ， 自然科学振興に一役買いたいと職員一同張り切

っている。(若宮崇令)
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“友の会" の発足と運営

東京 農工大学繊維博 物館

繊維博物館は創設明治19年と いう歴史ある博物館であ きたのである 。

りながら ， 大学構内という特殊環境にあるため，見学者 昭和53年春の特別展か ら 「友の会準備会」 なるものを

は年間 4 - 5 千人と いう少ないものであ っ た。国立大学 作り ， 会員を募っ たと乙ろ 200 人以上の人が登録され，

附属でありながら，予算と館員が少ない乙ともあって， その翌年の 8 月 に希望者との座談会を開き意向を確かめ

PR も充分に行きと どかず，特別の人にしか知られない た。 反響は大きく様々な意見が出た中で， 次の 3 本柱を

ユニークな博物館だったのである。 中心lζ活動する乙とで昭和55年 1 月発足を決めた。

本来の目的は大学附属施設であり ， 大学の教育研究の 1. 集会活動 - 会員を中心とした館内集会(展示会，

ためのものであるが， 昭和52年から社会教育事業が文部 講演会， 講習会， 見学会など)

省より認め られ，入館料もとる ようになり，それだけの 2. サークル活動 ・ー よ り 熱心な会員の 研究活動 (紡

活動をする必要性が生まれてきた。 ぎ，織物， 結び， 組ひも ， レースなど)

本館面積も3000rrf以上あり，他に別館や附属農園をも 3. ボラシティア活動- 館主催の特別展などに参加

つ圏内でも決して小さい博物館ではなく ， 何とかこの国 ζのように発足までの準催期間を長くとり ， 他館の実

有財産を皆に見てもらおうという使命感が館員に湧いて 状を研究した上で当館独自の友の会をつく り上げたので

サー クノレ 「織物研究会の活動J サークノレ「ボビンレース教室」の活動

原始機による織物づく り レースの基本操作を学ぶ会員

- 4-
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ある。会則も官庁だけに具体的に明記されず， 実施事項

は細則にのって実行している。

それに友の会というと一般に外郭団体を意味している

が，当友の会は館員リードの形をとり，博物館事業の一

環としてとらえているのも大きな特徴である。もうひと

つ後援会的意義も持たせてあり ， 法人会員の道も関かれ

ている。

そのため役員職員もおらず，会長のみ代表者としてお

き，現在初代会長として堀録助氏(厚木ナ イ ロジ工業会

長 ・ 本学同窓生)をお願いしである。また会費は無料と

しているが，会員連絡費や活動経費の実費は自己負担の

原則にのって集めている。

当友の会は本年で 3 年目，ょうやくひとり立ちできる

ようになり，会員は 1 月をもって更新されるが，現在約

300名の会員になっている。

第 1 年目 (55年)は集会活動を中心に熱心な会員を集

める ζ とに重点をおき ， 第 2 年目(昨年)はサークノレ活

動 5 グループのスタ ー卜 と共に各種のボラシティア活動

も平行して実施に移され 2 年自にして活発な友の会に

急成長したと思える。詳しくは昭和56年度の活動実績を

みていただきたい。

ちょうど今，館内で「第一回友の会サークノレ作品展」

が聞かれている。これは昨年度のサークル会員の活動作

品を展示会として行なったもので， 会場づくりから運営

まで会員の手、行なわれている。新規会員も募集中であ
り，ますまずサークノレ活動は盛んになる徴候を見せてい

る。とのように熱心な会員が増え， 知的レベノレが向上し

た腕には博物館教師 (Museum Teacher) なる制度を

設け，ボラシティアとしての活動の道も考えたいと思っ

ている。

このように繊維博物館友の会は，順調なすべり出しと

共に，当館の将来を明るいものにしているのが実状であ

る。当館の目的から友の会の必要性や館環境が良く調和

し，条件が揃った上に館員が協力して友の会の育成に当

すこったのが大きな要因と思っている。(並木 覚〕

繊維 博物館友の会会則

東京農工大学工学部附属繊維博物館

第 1 条 乙の会を「繊維博物館友の会」といい，東京農
工大学工学部附属繊維博物館内に事務所を置く。

第 2 条 との会は繊維に関心をもっ人々の集まりであ

り，会員の学習や研究等の便宜をはかり ， かつ繊

維博物館の発展に寄与することを目的とする。

第 3 条 上記の目的を達成するため，次の活動を行なう 。
(1) 集会活動

(2) サー クノレ活動

(3) ボランティア活動

これらの活動の細則は別に設ける。
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第 4 条 個人会員は上記の主旨 lζ賛同した15才以上の者

とし，会期どとに入会申込を必要とする。

他lζ法人会員を設け，別に細則を設ける 。

第 5 条 個人会員の会費・入会金は当分の間無料とする 。
ただし，諸活動lζ当つての経費はその都度集める 。

第 6 条 本会には会長をおき ， 会長は本会を代表する。
第 7 条本会の会期は 1 月 1 自に始まり，同年12月 31 日

に終る。
(昭和54年10月 24 日 制定)

昭和 56 年度友の会活動

友の会は発足 2 年目のため ， 集会 ・ サー クノレ ・ ボラン

ティアの諸活動が円滑に動き 出した年といえる。中でも
サー クノレ活動はメシパー制のため，始めての試みではあ
ったが充実した 1 年間であった。下記にその活動報告を
記す。

0集会活 動
(1) 1 /13-17 (土)催し物「まゆ玉祭」
(2) 1 /17 (土)懇談会「小金井地区の養蚕について」

鈴木 ・ 岡野 ・ 清水他
(3) 2 /10(火)講習会「カ ード織入門」 並木 ・ 岸田
(4) 2 /24 (火)講習会「ひも結び入門」 小林平男
(5) 3/9 (月)講習会「ボピジレース入門」福山 ・ 高野
(6) 3 /28(土)見学会「藍染とシルクロード散歩」館員
(7) 5 /22(金) 講習会「手っくり和紙の花」 海部桃代
(8) 6 /19 (金)講習会「わらべはり絵」 小路和
(9) 7/7 (火 ) -13(月)催し物「たなばた祭」 一一
(JO) 7 / 7 (火)講演会「宇宙をさぐる」 村山定男
(11) 9/2 (水)講習会「珍らしい折り紙」 鈴木五郎
(12) 10/3 (土)講演会「製糸技術の変遷」 小此木エツ子
(13) 10/23(金) 講習会「紙彩画」 牧野成昭
(14) 11/15 ( 日〕講演会「桐生の級物の発達」書上誠之助
(1日 11/22 ( 日)講習会「水引細工入門」 福山 ・ 高野
Oサークル活動(講師 ・ メンパー)
1. 手つむぎ教室(小川朋子 ・ 8 名)

各人糸車を購入し ， ク ールの手紡ぎから草木染を行
ない，そして各自好みのニットや織物を作った。活動
は毎週 1 因。
2 織物研究会(並木覚 ・ 8 名〉

本年はカード織の研究から入り，博物館の原始機 ・
高機 ・ むしろ機など種々の方法で織物を作った。活動
は定例月 2 回程度。
3. ひも結び研究会(小林平男 ・ 14名)

ひも結びの基本から入り ， 毎回 1 点、主義で結びの実
習を行なう。えび ・ ふくろうなど複雑なものにまで挑
戦した。活動は月 2 回程度。
4 組ひも研究会(小此木エツ子 ・ 福永むつい ・ 5 名)

5 月から発足したサークルだが，四ツ組 ・ 八ツ組 ・
平八ツ組を終了した。活動は定例月 2 因。
5 ボビンレース教室(福山有彩 ・ 高野彩晃 ・ 6 名)

テキストを中心に月 1 点ぐらいで進行。ペンダン卜 ・
コースターの小物から複雑な手工レースを習得した。
活動は月 2 因。

0ボランテ ィア活動
1. 特別展ボラシティア

春秋の特別展を中心にサーク ノレ会員が，それぞれの
特技を生かして見学者サー ビスを行なった。
2 博物館行事ボランティア

行事に対応する対応が本年は充分でなかったが，
「まゆ玉祭J íたなばた祭J Kは数十名参加 した。
3 ビデオサーピ久

馬場・作佐部会員を中心iζ当館のビデオ機器の保守
および録画等を行なった。
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特別展 「未来をひらく化学の世界」 について

国立科学博物館

国立科学博物館と社団法人日本化学会との共催により さらに化学に関する映画等を上映する映画 ・ ビデオコ一

昭和56年10月 27 日から開催 した特別展「未来をひら く 化 ナー ， 土 ， 日 ，祝日には化学に関する質問に答える質問

学の世界一一楽しいみんなの実験室一一」は ， 11月 23 任 コ ー ナ ーを開設し ， 日時を定めて講義実験を行った。

好評のうちに幕を閉じた。今後の博物館事業の企画等に とのほか特別展の内容にそった解説書を作成し 2 回

参考となればと考え，今回の特別展の特色及び印象K残 にわたって記念講演会を開催するなど， 各種の関連事業

った乙となどを簡単に紹介したい。 を実施した。

練りに練った企画内容 多数の実験指導者

今回の特別展の企画は， 日本化学会内 lζ組織された化 展示の各コ ーナーに常時専門家がいて， 実験 ・ 実演の

学展企画特別委員会， 実行委員会等で科学博物館の職員 指導にあたるとともに，その場で展示の解説を行ったこ

も加わって検討し，準備を進めた。特筆すべきは ， 実行 とも入場者にとっては大きな魅力であった。平日で25名

委員をはじめとする各委員の並々ならぬ熱意である。昭 以上， 土 ・ 日曜 ・ 祝 日 には50名に達する 化学を専攻して

和56年 1 月から始まった具体的な企画段階から会期終了 いる大学院生， 大学生が積極的に働きかけ ， その役者lを

まで，それぞれの大学や研究所における仕事のかたわ 果たした。

ら ， よりよい特別展にするために惜しみなく時間をさい 毎日交替で実行委員の先生方も参加され， 日曜日には

ていただく乙とができた。延べ80回を越える会議を重ね 約20名近い関係者が， 昼食の時間もさけない程の忙がし

て， 展示内容の調整，展示実験装置の製作， 各社への出 さで入場者の応待に追われる状況であったっ

品依頼，広報資料の作成， 解説書の作成を行い，さらに 正常な状態を保つための苦労

会期中 ICは各コーナーでの指導， 展示の調整， 質問コ ー 乙の種の特別展を長期間続けていくためには，予期さ

ナーでの回答と ， そのパイタ D ティあふれる活躍ぶりは れたこととはいえ， 相当な手聞がかかる。毎 日の準備f~

目をみはるものがあった。 業や最後の後始末をはじめ ， 実験機械 ・ 器具の破損や故

実験・実演中心の多角的な構成 障， 消耗品の補充，小鳥や金魚など生き物の世話などは

この特別展が， 多くの人たちから注目された 1 つの理 前述の学生が中心となり ， 適切な処置をしてくれた。

由としては，特別展のサブタイト ノレ一一みんなの実験室 予想できなかったとともいくつかあった。 例えば， ゴ

ーーが示すとおり ， 参加性の高い展示が多かったという キブ 3 がフェロモンに反応する実験では ， 気温が低くな

ととが挙げられる。自分で実験する乙とができ ， また目 ったために全く活動しなくなり ， ドライヤーで温度を上

のあたりに実験の様子を見るととができるというのは， げてから実験を始めるという一幕もあった。また，断熱
入場者にとり大きな魅力であろう 。 材の発泡シリコ ー シをつくる実験では，でき上がった試

展示は，①化学の入口，②ケミカ ノレ ワンダー ランド ， 料をそのまま配布したととろ ， 館内各所でちぎられて散

③かけがえのないいのちと環境， ④資源 ・ エネルギーと 乱したため ， 少量をビニール袋に入れてから渡す方法を
化学という 4 つのコ ーナ ーで構成し， 会場としては理工 とった。事故対策についても神経を使い， 幸いにも無事

館 1 階 (358rrf) ， 科学技術館 1 階 (332rrf) をあてた。 終了する乙とができた。主な展示資料，高価な資料には

元素の周期表(小窓には元素の単体が入っている〕

保険をかけて盗難と破損に備えた。危険防止のために ，

準備段階で再三消防署と打ち合せ， 火を使用する場合も

指導者がいる実験 ・ 実演については， ある程度柔軟な協

力を得る乙とができた。

うなぎ上lまりの入場者数

会期中25 日間の総入場者数は， 101 ， 333 名に達し ， 前

年度の同期間の65 ， 408名 lζ比べて 5 割を越える増加とな

った。過去数年間は特別展のない場合大体55 ， 000名前後

であったことを考え合わせると ， 今回の盛況さがはっき

りする。

アンケ ー 卜結果では， 特別展を「何で知ったか」とい

う質問に対して， 人から聞いてが47%で一番多かった。

- 6 ー
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ちなみに， 以下は， 科博に来てから(l9~ぢ) ， テレビ ( 9 ける乙 とになった乙ともム役買ったと思われる 。

:96) ，ポスター ( 8 %)，新聞 ( 7 %) ， 雑誌 (Hぢ)，電 会期終了後の展示資料

車広告 ( 2 ~的である。 会期終了後の展示資料の処置については， 当初の企画

入場者数が多いことに加えて， 特別展の見学時聞が長 段階から ， 将来における ζの分野の展覧会の開催等その

いという特色もあった。 一つ一つの実験， 実演をじっく 活用を念頭におき ， なるべくまとめて保管するという計

り全部見ていくと，最低 31時間は必要であった。会期終 函であった。展示資料の中には関連企業から出品された

了間際の日曜日は，特に混雑した。 ものも多数あったが，好意的な御理解を得て，特別展の

広報活動としては， ポスタ ー12， 000枚を主K学校等へ ために新たに製作した資料を合めて， 多数の資料が日本

配布し， 電車内広告は国電4 日間，山の手線 2 日間の掲 化学会から当館IC寄贈された。

示を行った。テレビでは， NHK ， テレビ東京， フジア 当館では，寄贈資料の一部を常設展示IC使用する予定

レピ等が取り上げ， また多数の新聞， 雑誌で内容が紹介 であるが，他は一括して保管しであるので， 全科協会員

された。京都大学の福井謙一博士のノ ーベノレ化学賞受賞 館等から今後希望がある場合lζは貸し出しを行う予定で

決定というニュ ースが入り，そのため特別コーナーを設 ある。(杵淵政明)

会員館園の紹介

埼玉県立自然史博物館

埼玉県の長瀞は， I日本の地質学発祥の地」といわれ る荒川の清流の約 5m四方のカラーコルトンを配置して

ている 。 また，秩父地域には，貴重な動植物が数多くみ ある。展示は，埼玉県に産する岩石 ・ 鉱物 ・ 化石等の実

られる。乙のような地， 長瀞に， 埼王県立自然史博物館 物資料主地雇のレプリカや当時の生息環境を復原したジ

が，昭和56年11月 10 自に開館した。建設された場所は， オラマにより， I埼玉県の生いたち」を立体的に紹介し

かつて秩父鉄道株式会社が経営していた 「秩父自然科学 てある。スライドのごーナーが 2 か所設けられてある。

博物館」の跡地である 。 また， 入館者がポタン'を押す乙とによって， 地形模型に

設置の目的 ランプが点灯し，県内の主な化石や岩石などの産地を教

当館は， 崎玉県の自然界を構成する動物 ・ 植物 ・ 地質 えてくれるコーナーもある。

等の資料を媒介として， 埼玉の自然界を統合的に紹介 3. 生物展示ホーノレ

し，児童 ・ 生徒をはじめ広く県民が， 埼玉の自然とその 生物展示ホーノレは 5 つのコーナーに分かれ， 県南東

生い立ちを学ぶと ともに， 天然資源についても正しく 認 部の低湿地 ・ 台地から丘陵 ・ 低山地帯をへて奥秩父の山

識し，健全な自然保護思想を育くむに足る諸事業を行う 岳地帯に至る一つの見学コースになっている。高さ 5~

ζ とを目的と して設置されたものである。 8 m，太さ 60cm lC も及ぶような実物樹幹を配置して森林

約 2 万点の収蔵品 をかたどり，そとに動物の剥製や植物レプリカを配置

旧「秩父自然科学博物館」が収蔵していた資料を受け し，生態的な展示をしてある。入館者は， ジオラ マの中

継いでいる。現在.動物資料約 1 万点， 植物資料約7， 5CO を散策しながら埼玉県の動植物について学び， 楽しめる

点， 地質資料約 1 ， 500 点が 4 収蔵庫に収蔵されている 。 ようになっている。

3 つの展示ホール

展示ホールは，オリエ γテーショシホーノンを中心iζ ，

地学展示ホーノレと生物展示ホーノレが乙れを取り巻く形で

配置されている 。

1 オリエンテーションホーノレ

団体入館者に対するオリエンテーションや特別展示を

行うためのホーノレである。最奥部には， 今回の展示の目

玉であるパレオパラ ドキ シアの復原骨格群像とその出土

状況が展示されている 。 また，埼玉県の自然についての

紹介とその保護についての展示もある。

2 地学展示ホール

地学展示ホール入口には，埼玉県の代表的な河川であ パレオノミラ ドキ シア

7 -



日数を要してしまい，搬出は林道が凍結する 12月になっ

てしまった。凍結した林道を毎日ジープにゆられての入

山は，あまり良いものではない。

樹幹搬出が無事終了した日の晩から，奥秩父は50cm も

の雪となった。雪どけの 5 月 までは入山不能とな ってし

まう。正 lζスリノレ l乙満ちた搬出作業だった。

2. 苦労した岩石標本の採集と切断 ・ 研磨

展示されてある岩石標本は ， 25~30cm立方の大きさが

あり ， 一面が切断 ・ 研磨されている。これだけの大きさ

の標本を作るには， 1. 5 倍以上の大きさの岩石を採集し

て乙なければならない。重い岩石を背負い ， 山の中から

運び出すのは大変だった。また，その岩石を切断 ・ 研磨ー

するのに，かなりの期間と労力を必要とした。

1 人でも多くの人に正しい自然観を

開館し ， まだ 3 か月しか経過していないが，多くの人

たちが訪れている。展示だけでなく ，科学教室 ・ 講堂 ・

図書室などの施設と付近の野外を十分に利用し， 1 人で

も多くの人が自然に親しみ， 正しい自然観が育成される

よう皆さんとともに努力したい。(渋谷紘)
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いろどられるブナ林と渓流

展示完成までの苦労

開館に乙ぎつけるまでに，数多くの苦労があったが， そ

の中の展示製作についての苦労を 2 つばかり紹介する 。

1. スリノレに満ちた樹幹の搬出

原生林のコーナーに展示しであるコメツガの大木は，

昭和55年の12月中旬に埼玉 ・ 長野県境の十字峠付近から

搬出したものである。搬出にこぎつけるまでにかなりの

ニホンカモシカ標本の斡旋

特別天然記念物ニホシカモシカが造林地 l乙食害を与え

るため，昭和54年度から文化庁等の指導のもとに捕獲事

業が実施されている。全科協では文化庁と連絡をとり ，

会員館がその標本を教育資料として入手できるように話

し合いを進めてきた。

乙のたび昭和56年度lζ長野県下で捕獲したカモシカに

ついて，財団法人日本野生生物研究センターから引き渡

され標本の製作作業を進めている。今回希望のあった会

員館 6 館に連絡し，近くその配布を行う予定である。

朗!至

(新入会)

O美祢市歴史民俗資料館 館長阿武

〒759-22 山口県美称市大嶺町前川通り

T E L (08375) 3-0189 

東海大学自然史博物館 (恐竜舘) の新設

静岡県清水市三保の東海大学海洋科学博物館， 人体科

学博物館の姉妹館として，かねてより計画されていた自

然史博物館(恐竜館)が新設され，昨年10月 26 日 に開館

式が行われた。ゴビ砂漠で発掘された各種の恐竜骨格標

本，生きている化石等を中心に展示は構成されている。

なお ， 東海大学では，大学の持つ機能をより広く社会

に開放し， 生活文化の向上に寄与するために，上記 3 つ

の科学博物館と既存の東海大学三保研修館， 三保文化ラ

シドなどの諸施設を統合し，東海大学三保社会教育セン

タ ー として運営していくこととなった。

東海大学自然史博物館 ・ 恐竜館

干 424 静岡県清水市三保

東海大学三保社会教育センタ ー

電話 (0543) 34-7711 

第11 回全科協博物館事業研究会のお知らせ

科学博物館における施設， 設備の効果的な利 実地研修平塚市博物館の見学と施設， 設備

用活用について 研究討議③展示物の安全管理と防災対策

昭和57年 5 月 11 日(火) ~13 日(木) 対象 全科協会員館園の職員

国立科学博物館， 平塚市博物館(13 日) 参加費 3， 000円(当 日， 会場で徴収)

研究討議①施設， 設備の種類と利用の現状 申込み 参加者の氏名， 職名及び主に分担している仕

②施設，設備の相互の関連と ， そ 事の内容を記入のうえ，各館園長から全科協 {
の効果的な利用方策 事務局へ申し込んでくださし、。詳細について

科学博物館の建築計画と使われ方 は，各会員館 l乙送付する実施要綱を御覧くだ

東京工業大学谷口汎邦 さい。
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